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関
西
地
域
の
茶
の
産
地
で
あ
る
滋
賀
県
、
京
都

府
、
奈
良
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
、
愛
知
県
の
６

府
県
が
お
茶
の
生
産
技
術
や
品
質
向
上
を
図
り
、

茶
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
る
も

の
で
、
今
年
は
滋
賀
県
甲
賀
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
出
品
茶
審
査
会
で
は
、
お
茶
の
品
質
を
競
い
、

３
日
間
に
わ
た
り
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
関
西

の
茶
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
普
通

煎
茶
、
深
蒸
し
煎
茶
、
か
ぶ
せ
茶
、
玉
露
、
て
ん

茶
の
５
部
門
４
２
６
点
が
出
品
予
定
で
、
滋
賀
県

か
ら
は
土
山
33
点
、
信
楽
13
点
、
日
野
２
点
の
48

点
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

●
出
品
茶
審
査
会

　
　
令
和
４
年
８
月
３
日
㈬
〜
５
日
㈮

　
　
甲
賀
農
業
協
同
組
合
本
所

●
出
品
茶
入
札
販
売
会

　
　
令
和
４
年
９
月
７
日
㈬

●
滋
賀
県
大
会
式
典

　
　
令
和
４
年
11
月
５
日
㈯

　
　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
茶
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
最
高
品
質
茶
を
出
品
し
、
上
位
入
賞

を
目
指
し
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。 

（
O
）

第
74

回
関
西
茶
業
振
興
大
会

滋
賀
県
大
会
が
甲
賀
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

『
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
』
に
認
定

水
口
町
今
郷
棚
田

甲賀市信楽町朝宮での茶摘み風景

　
令
和
３
年
６
月
に
今
郷
集
落
で
は
今

郷
棚
田
集
落
協
定
（
構
成
員
36
名
＋
１

法
人
）
を
設
立
し
活
動
を
開
始
さ
れ
、

同
年
11
月
に
募
集
が
始
ま
っ
た
農
林
水

産
省
の
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
市
と

県
の
推
薦
を
受
け
て
応
募
、
令
和
４
年

３
月
25
日
に
は
、
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産

〜
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ
〜
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
２
７
１
、

内
、
滋
賀

県
で
は
７

地
区
、
甲

賀
市
か
ら

水
口
町
今

郷
の
棚
田

と
土
山
町

山
女
原
の

棚
田
が
認

定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　『
つ
な
ぐ

棚
田
遺
産
』
と
は
、
棚
田
地
域
の
活
性

化
に
関
す
る
取
り
組
み
を
評
価
し
、
農

産
物
の
供
給
や
国
土
の
保
全
、
良
好
な

景
観
な
ど
の
多
面
的
機
能
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
優
良
な
棚
田
地

域
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。
　

　
今
回
、
認
定
を
受
け
た
今
郷
棚
田
集

落
協
定
は
、
博
物
館
等
と
の
連
携
に
よ

る
生
態
系
の
保
全
活
動
や
棚
田
を
活
用

し
た
環
境
教
育
、
集
落
で
取
り
組
む
持

続
可
能
な
棚
田
保
全
の
仕
組
み
な
ど
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
同
協
定
の
福
野
憲

二
さ
ん
は
「
棚
田
地
域
は
、
農
産
物
の

供
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、
水
源
や
生
物
の

多
様
性
の
確
保
、
自
然
環
境
の
保
全
、

良
好
な
景
観
の
形
成
、
伝
統
文
化
の
継

承
な
ど
、
多
面
に
わ
た
る
機
能
を
も
っ

て
い
る
。
認
定
を
契
機
と
し
て
、
棚
田

の
価
値
を
周
知
し
、
保
全
に
向
け
た
機

運

を

高

め

て
、

未
来
に
つ
な
い

で
い
き
た
い
。
」

と
話
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
　
（
Y
）

「つなぐ棚田遺産」に認定された今郷棚田

棚田で生きるモツゴ（絶滅危惧増大種）
甲賀市農業委員会だより  № 35　2



ら
れ
ま
す
。

　
全
国
植
樹
祭
が
６
月
５
日
、
甲
賀
町

鹿
深
夢
の
森
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
滋
賀

県
で
は
、
昭
和
50
年
に
栗
東
町(

栗
東
市)

で
行
わ
れ
て
以
来
、
２
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご

臨
席
の
も
と
、
お
手
植
え
・
お
手
ま
き

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
で
リ

モ
ー
ト
で
の
ご
参
加
と
な
り
、
「
お
野

立
所
」
に
設
置
さ
れ
た
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
に
は
、
皇
居
御
所
か
ら
の
映
像
が
映

し
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
式
典
に
は
、

全
国
か
ら
約
一
、
〇
〇
〇
人
が
招
待
さ

れ
、
表
彰
や
記
念
植
樹
を
は
じ
め
さ
ま

ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
木
を
植
え
よ
う 

び
わ
湖
も
緑
の
し

ず
く
か
ら
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
、
樹
木
は
自
然
環
境
や
水
資
源

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
で
は
様
々
な
事
態
が
発

生
し
、
貿
易
や
輸
入
資
源
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い

て
も
過
去
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
物
資

第
72
回
全
国
植
樹
祭
し
が
２
０
２
２

獣
害
に
負
け
な
い
集
落
づ
く
り

　
農
水
省
の
２
０
２
１
年
度
鳥
獣
対
策

優
良
活
動
表
彰
で
、
近
畿
農
政
局
管
内

か
ら
「
信
楽
町
宮
尻
集
落
」
が
農
村
振

興
局
長
賞

(

被
害
防
止
部
門

)

に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
当
集
落
は
中
山
間
地
に
あ
り
、
シ
カ
、

サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
り
長
年
農
作

物
被
害
を
受
け
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

２
０
１
１
年
頃
か
ら
、
集
落
ぐ
る
み
で

本
格
的
な
獣
害
対
策
へ
の
取
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
取
組
み
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、

•
集
落
役
員
が
中
心
と
な
り
、
侵
入
防

止
柵
の
設
置
を
進
め
つ
つ
、
住
民
合

意
の
も
と
、
集
落
環
境
診
断
に
よ
り

実
施
計
画
を
策
定
し
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
な
ど
様
々
な
対
策
を
実
施
。

•
耕
作
放
棄
地
で
の
小
型
家
畜
（
ヒ
ツ

ジ
・
ヤ
ギ
）
の
放
牧
に
よ
る
農
地
の

除
草
に
よ
り
、
圃
場
環
境
が
改
善
さ

れ
、
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
が
減
少
し
た

他
、
小
型
家
畜
の
放
牧
に
よ
り
集
落

の
「
交
流
の
場
」
が
生
ま
れ
た
。

ロケット花火によるサルの追い払い実演会

信
楽
町
宮
尻
集
落

•
サ
ル
の
追

い
払
い
に

つ
い
て
は
、

講
習
会
の

開
催
及
び

市
が
情
報

発
信
す
る

サ
ル
接
近

情
報
の
活

用
な
ど
に

よ
り
、
効
果
的
な
追
い
払
い
を
実
践

し
た
結
果
、
サ
ル
に
よ
る
農
作
物
被

害
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
取
組
み
の
結
果
、
２
０
１

１
年
に
１
３
５
万
円
だ
っ
た
農
作
物
被

害
額
は
、
２
０
２
０
年
に
は
７
０
万
円

ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
集
落
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
「
高
齢
者
か

ら
若
者
ま
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
住

み
よ
い
集
落
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
計
画
し
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
Ｔ
）

不
足
に
よ
る
価
格
高
騰
が
人
々
の
生
活

を
苦
し
め
、
改
め
て
自
国
で
の
生
産
力

の
拡
大
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
で
、
『
食
』
の
安
定
供
給
の

面
か
ら
見
た
、
農
業
が
果
た
す
役
割
は

大
変
大
き
く
、
米
や
野
菜
類
だ
け
で
な

く
、
家
畜
飼
料
の
生
産
増
な
ど
、
政
府

の
対
策
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
樹
木
の
生
い
茂
る
山
林
が
育
む
も
の

は
、
木
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
水
資
源

も
あ
り
、
生
活
の
面
か
ら
も
農
業
の
面

か
ら
も
と
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
植
樹
祭
を
通
し
て
、
樹
木
や
山
林
な

ど
、
自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
感
謝
を
す
る

こ
と
は
、
農
地

へ
の
感
謝
に
つ

な
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
感

謝
す
る
機
会
、

食
の
未
来
の
観

点
か
ら
も
、
守

り
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
（
Y
）
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令和 4年から農業者年金制度が改正されました

　35 歳未満で認定農業者に該当しない等一定の要件を満たす方※は、1 万円から（上限 6 万 7

千円）でも通常加入できるようになりました。

（保険料の納付額下限額が 2 万円から 1 万円に引き下げ）

　※保険料引き下げ（保険料 1万円以上）の対象者

　　次の①～⑤のいずれにも該当しない方

　　①　認定農業者かつ青色申告者

　　②　認定就農者かつ青色申告者

　　③　①または②の者と家族経営協定を締結し、経営に参加している配偶者または直系卑属

　　④　認定農業者または青色申告者

　　⑤　①または②以外の農業を営む者の直系卑属で、その農業に常時従事する後継者

　なお、通常加入で 2 万円未満の保険料の選択された方が、35 歳または認定農業者などになっ

た等①～⑤のいずれかに該当した場合には、通常加入の保険料を 2 万円以上に変更または政策

支援加入の手続きが必要となります。

1. 若い農業者が加入しやすいよう保険料の引き下げ（令和 4年 1月 1日以降）

〇農業者老齢年金（昭和 32年 4月 2日生まれ以降）

　通常加入された方については、65 歳以上 75 歳未満の間で、受給開始

時期を選択できるようになりました。なお、手続きをせず 75 歳に達し

た場合は、75 歳から受給することとなります。

〇特例付加年金（昭和 32年 4月 2日生まれ以降）

　特例付加年金（政策支援加入された方）については、受給要件※を満

たしていれば、いつでも受給開始時期を選択することができるようにな

りました。また農業者老齢年金とは異なり、受給開始年齢の上限はあり

ません。

※特例付加年金の受給要件

　①　60 歳に到達した日の前日において 20 年

以上の保険料納付期間等を有しているこ

と

　②　農業を営む者でないこと（経営継承を完

了していること）

　③　65歳以上であること

2. 農業者年金の受給開始時期の選択肢の拡大（令和 4年 1月 1日以降）

　これまで農業者年金に加入できるのは、

農業に従事（年間 60 日以上）する方で、20

歳以上 60 歳未満の国民年金第 1 号の被保険

者でしたが、改正により 65 歳まで加入でき

るようになりました。ただし、60 歳以降に

加入できる方は国民年金の任意加入者に限

られます。

3. 農業者年金の加入可能年齢の引き上げ
　　　　　　　　（令和 4年 5月 1日以降）

◎制度改正の詳細は、農業者年金基金のホームページ

（農業者年金制度の改正について）をご覧ください。

農地利用最適化推進委員の紹介農地利用最適化推進委員の紹介

欠員となっていた農地利用最適化推進委員

は、７月総会で議決され、以下のとおり委

嘱しました。

植
・
宇
田
・
酒
人

甲賀市水口町植 202

Tel　0748ー 62 ー 4975

任期　令和 4 年 7 月 11 日～令和 5 年７月 19 日

澤
さ わ

田
だ

　真
ま さ

幸
ゆ き

担当地区
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　「
地
産
地
消
」と
い

う
言
葉
は
聞
い
て
久

し
い
が
、
最
近「
国
消

国
産
」と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
。「
国
民
が
必
要
と
し
て
消

費
す
る
食
料
は
、
で
き
る
限
り
そ
の

国
で
生
産
す
る
」と
い
う
考
え
方
だ
。

言
葉
に
す
れ
ば
こ
れ
だ
け
の
こ
と
だ

が
、
考
え
る
ほ
ど
大
変
な
問
題
で
あ

る
こ
と
よ
く
わ
か
る
。

①
地
球
規
模
で
起
き
て
い
る
気
候
変

動
が
農
産
物
の
生
産
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
広
大
な
農

地
が
地
下
水
の
減
少
で
穀
物
が
作

れ
な
い
地
域
が
出
始
め
て
い
る
。

日
本
で
も
大
型
台
風
や
洪
水
に
よ

る
被
害
な
ど
、
近
年
身
近
な
と
こ

ろ
で
発
生
し
て
い
る
。

②
国
内
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や

少
子
化
で
農
業
人
口
が
減
少
し
、

農
地
の
荒
廃
が
進
み
、
耕
作
農
地

が
す
ご
い
勢
い
で
減
少
し
て
い
る
。

③
日
本
の
食
料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
）は
、
2
0
1
9
年
時
点
で
38

％
と
な
っ
て
お
り
、
６
割
以
上
を

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
世
界
は
い

一
農
家
の

独

り

言

つ
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
。

④
食
べ
物
は
、
兵
器

で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
戦
国
時
代

に
城
を
攻
め
落
と
す

に
は「
兵
糧
攻
め
」と

い
う
戦
略
が
あ
る
。

食
べ
物
が
な
く
な
れ

ば
城
は
落
ち
る
。

⑤
日
本
は
今
、
飽
食
の

国
で
あ
る
。
食
べ
物
が
あ
ふ
れ
て

い
る
。
余
っ
た
食
料
が
大
量
に
廃

棄
さ
れ
て
い
る
。

　
今
、
日
本
国
民
は
そ
の
危
機
感
が

な
い
。

　
国
内
で
作
っ
た
も
の
を
優
先
し
て

購
入
し
、
食
べ
る
こ
と
は
国
を
守
り
、

国
土
を
守
り
、
農
地
・
農
家
を
守
る

こ
と
に
な
る
。
農
業
は
農
家
だ
け
が

守
る
の
で
は
な
い
。
国
民
が
守
る
と

い
う
意
思
が
必
要
だ
。

　
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
た
と

き
、
家
の
食
卓
に
並
ん
で
い
る
食
材

の
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、「
国

消
国
産
」の
行
動
に
移
す
こ
と
が
今
必

要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

農
れ
で
ぃ
農
ら
い
ふ

　
「
菊
つ
く
り
は
、
仲
間
づ
く
り
、
み

ん
な
の
笑
顔
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
女

性
７
名
で
小

菊
作
り
に
挑

戦
さ
れ
て
い

る
甲
賀
町
の

岩
室
農
組
合

（
夢
ふ
ぁ
ー

む
岩
室
）
女

性
部
の
皆
さ

ん
の
紹
介
で

す
。

　
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
Ｊ
Ａ
佐
山
み

ど
り
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
女
性
５

名
に
岩
室
営
農
組
合
か
ら
声
が
か
か

り
、
菊
つ
く
り
に
挑
戦
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
新
メ
ン

バ
ー
２
名
の
若
者
が
加
わ
り
、
楽
し
く

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
主
に
お
盆
用
の
「
夏
菊
」

と
、
お
正
月
用
の
「
寒
菊
」
の
ハ
ウ
ス

栽
培
の
２
作
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

整枝作業風景

　
７
年
前
、
ハ
ウ
ス
の
有
効
利
用
を
目

的
に
始
め
た
小
菊
つ
く
り
は
、
初
め
て

の
こ
と
ば
か
り
で
苦
労
の
連
続
で
し

た
。
排
水
の
悪
さ
に
よ
る
根
腐
れ
、
連

作
障
害
に
よ
る
生
育
不
足
、
害
虫
や
病

気
被
害
、
夏
の
ハ
ウ
ス
内
作
業
の
暑
さ

な
ど
た
く
さ
ん
の
障
壁
が
あ
り
ま
し
た

が
、
県
農
産
普
及
課
や
Ｊ
Ａ
の
営
農
指

導
や
花
卉
（
か
き
）
部
会
の
協
力
を
得

て
、
何
と
か
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
小
菊
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
「
き
れ
い
に
咲

い
た
ね
」
「
岩
室
の
菊
は
長
持
ち
す
る

ね
」
等
、
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
た
と

き
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
、
励
み
と
な

り
、
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
最

高
の
瞬
間
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
で
も
多
く
の
人

の
笑
顔
に
出
会
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 
（
Ｔ
）
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「第72回全国植樹祭しが2022」が甲賀市甲賀町の鹿深夢の森で開催され、「森林」「び

わ湖」「人（暮らし）」の関わりを再認識し、自然に感謝するよい機会となりました。

農業分野において、地産地消の原点は、食べる人（消費者）の美味しいという笑顔にあり、我々農業者の

頑張る元気の源です。次の世代、その次の世代へと持続的につないでいきましょう。（Ｆ）

■発行日　毎週金曜日

■購読料　１ヶ月 700円

■申　込

　　農業委員会事務局

　　または地区農業委員へ甲賀市農業委員会事務局 TEL 69 ー 2262

　旧年金の経営移譲年金を受給されている方で、後継者に委

譲した農地を転用される場合、年金が減額されることがあり

ますので、事前に農業委員会事務局までご相談ください。

JAこうか営農購買課 TEL 62 ー 0720

地域で頑張る農業者紹介
土山町黒川　　中本　芳美さん

　滋賀県立農業大学校での２年間の専門課程を修

了され、今春就農された中本芳美さんをご紹介し

ます。

 

Q　農業を始めたきっかけは？

A　30年勤めた会社を退職し、これからの人生を

ゆっくりと過ごす予定でしたが、夫や息子の勧

めもあり、何か自分でやりたいことがないかと

考えていたところ、子どものころに食べたもぎ

たてのトマトの味が鮮明によみがえり、自分の

手で美味しいトマトづくりをしたいと思うよう

になりました。 

Q　就農してよかったことは？

A　毎日ハウスに行き、好きなトマトと向き合い、２年間学んだ栽培技術・方法を自分な

りに実践し、楽しく、充実した美味しいトマトづくりに取り組んでいます。

　　収穫したトマトを道の駅や、花野果市に届け、たくさんの野菜の中から自分の育てた

トマトを手に取り、買っていただいたときはとてもうれしいです。

Q　今後の目標は？

A　今は、ハウスのトマト栽培だけですが、息子がやりたいと思っているナスの栽培も取

り入れ、家族で楽しく経営ができればうれしく思います。そのためには、もっと技術を

みがき、愛情を込め、美味しいトマトを皆さんにお届けできるよう、日々努力していき

たいと思います。（O）

がんば

なかもと よし み

農業者年金は、次の要件を満たす方はどなたでも加入できます。

●65歳までの方●年間60日以上農業に従事（配偶者・後継者も可） ● 国民年金第1号被保険者

甲
賀
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
　
第
3
5
号
（
2
0
2
2
年
8
月
1
5
日
発
行
）
　
　
発
行
／
甲
賀
市
農
業
委
員
会
（
甲
賀
市
水
口
町
水
口
6
0
5
3
）
　
　
電
話
／
０
７
４
８
－
６
９
－
２
２
６
２
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